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第１予算審査特別委員会（第４日目） 1 

H27.3.18 (水)10：00～ 2 

第 二 委 員 会 室 3 

開  会  ９：５８ 4 

委 員 長 昨日に引き続き会議を再開いたします。 5 

 委員動静報告 6 

委 員 長 ただいまの出席委員数は９名であります。 7 

 北海道新聞社の傍聴を許可しております。 8 

 これより本日の会議を開きます。 9 

 歳入 10 

委 員 長 歳入の説明を求めます。 11 

山﨑部長 （歳入について説明する。） 12 

委 員 長 説明が終わりました。 13 

 これより関連議案第21号及び第40号を含めて一括質疑に入ります。質疑ござい 14 

ますか。 15 

清  水 通告していましたが、今の説明を聞いて加えた部分を先に質疑したいと思いま 16 

す。 17 

 まず、19ページで、地方消費税交付金については全額社会保障に充てるという 18 

ことですが、実際は単なる財源振りかえだと思うのですけれども、どのような 19 

考え方が示されているのか伺います。 20 

 次に、23ページですが、公立の保育所については使用料に振りかえられ、これ 21 

までの民生費負担金から使用料に移るということで、何か性格や取り扱い等で 22 

変わることがあればお伺いしたいと思います。 23 

 次に、33ページですが、社会資本整備総合交付金は昨年の申請に対して30パー 24 

セントの減額回答と。しかも、それが４月３日ごろだということで、財政運営 25 

に非常に大きい影響を与えたのですが、来年度もそういったことが見込まれる 26 

のかということでお伺いをします。 27 

 次は、41ページですが、道税徴収委託金について、これはどういったものなの 28 

かお伺いしたいと思います。何を委託しているのかということです。徴収業務 29 

を委託しているとすれば、どういう税目やどんな業務を委託しているのかとい 30 

うことで伺います。 31 

 それと、45ページですが、寄附金の一般寄附金で、ふるさと納税の一般寄附金 32 

が皆増と言われたのです。予算の立て方としては、途中で補正予算を組んでい 33 

るから皆増ではないはずですけれども、要するに途中で補正予算で増加を見込 34 

んでいなかったということなのか確認したいと思います。 35 

 52ページ、市債ですけれども、１目の土木費、２目の教育費で伺いたいのです 36 

が、それぞれ起債充当率が何パーセントかということでお伺いします。 37 

 次に、通告していた分ですが、48ページです。延滞金収入については、平成27 38 

年度の延滞金収入見込み額、これでは延滞金については300万円と。これ自体が 39 

見込み額ということだと思いますけれども、その確認とおおよその延滞金に対 40 

するパーセントについて伺います。 41 

 14ページ、市税のところでお聞きしますが、市税を含む平成27年度の標準財政 42 

規模の見込みについて伺います。平成25年度までは確定しているので、26年度 43 

はまだわからないということだと思うのですが、27年度の見込みについて伺い 44 
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ます。 45 

 20ページ、地方交付税についてですが、普通交付税の特例加算をどの程度見込 46 

んでいるか、また26年度確定額との比較について伺います。 47 

 22ページで保育料金ですが、道内35市中どの程度の高さかということで伺いま 48 

す。市は国基準より10パーセント低いということですから、道内35市での位置 49 

づけを伺います。 50 

 26ページ、同じくごみ手数料は道内35市中どの程度の高さか。 51 

 48ページ、育英事業貸付金収入で、貸付残高、金融機関への委託状況、保証金 52 

に振りかわった件数、金額、その他返済困難な状況について伺います。 53 

万年係長 まず、１点目の消費税交付金の充当とみなす部分、消費税交付金７億2,500万円 54 

ほどで、今回の消費税５パーセントから８パーセントに上がったときの上乗せ 55 

分として２億9,800万円ほど見込んでおります。これの充て先ですけれども、社 56 

会福祉費に１億9,100万円、そして社会保険費に8,300万円、保健衛生費に2,400 57 

万円で見込んでおります。 58 

前田課長 保育料の関係につきましては、負担金から使用料へということにつきましては、 59 

法改正に伴うものでございまして、このたび公立施設の利用者負担額について 60 

は公の施設の使用料に該当するという判断が示されたことから、使用料として 61 

計上させていただいたところでございます。 62 

 あわせまして、保育料35市中どの程度かということでございますが、以前行っ 63 

た調査におきましては大体中間ぐらいということになりますが、所得の区分が 64 

必ずしも全市同一ではないものですから、正確かという部分はありますが、全 65 

道35市中19位ということでございました。 66 

山崎主幹 32ページ、土木費交付金、社会資本整備総合交付金につきまして昨年同様に減 67 

額になる可能性があるのかというご質疑です。 68 

 現在のところまだ要望に対する内示額が示されておりませんけれども、昨年同 69 

様に減額となる可能性はあると考えております。 70 

越前課長補佐 40ページ、道税徴収委託金の委託の部分については、市のほうで道民税も一緒 71 

に徴収しているものですから、市道民税の課税人員に対して3,000円が、道から 72 

委託料として入ってくることになっております。 73 

原田主査 清水委員の一般寄附金の歳入につきまして、皆増という言葉を使っていたので 74 

はないかということですけれども、清水委員のおっしゃるとおり、寄附金とい 75 

う科目につきましてはこれまで科目存置以外歳入を見込んでおりませんでした。 76 

補正も含めて見込んでおりません。ただ、科目存置で今まで置いていましたの 77 

で、皆増という言葉は恐らく使っていなかったかと思います。 78 

越前課長補佐 先ほど道からの委託料とお答えしましたが、委託金と訂正させていただきます。 79 

法島主任級主事 ただいまご質疑がありました市債のご質疑について回答させていただきます。 80 

 まず、土木債の充当率についてですが、こちらにつきましては75パーセントの 81 

ものと90パーセントのもので見込んでおります。 82 

 続いて、教育債ですが、こちらが75パーセントのものと90パーセント、それと 83 

100パーセントのものをそれぞれ見込んでおります。 84 

越前課長補佐 延滞金の見込み額でございますが、延滞金についてはそもそも本税が納期限を 85 

過ぎた後に納付されて発生するというものになっていますので、納期よりおく 86 

れて納付する分というのは想定していないということで、算定はしていません。 87 

延滞金の性質上、事前に調定するということは困難でありますので、収入後の 88 
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事後調定ということから、その収納率というものも算定はしておりません。 89 

原田主査 先ほどの歳入の寄附金に関係しまして、訂正させてください。 90 

 補正でも寄附金の歳入は見込んだことがないということだったのですけれども、 91 

補正では、基金積み立ての分もありますので、歳入を見込んでおります。当初 92 

予算では、科目存置で見込むだけでございます。 93 

堀課長補佐 平成27年度の標準財政規模について、見込みについてお答えをさせていただき 94 

ます。 95 

標準財政規模とは、標準税収入額と普通交付税、臨時財政対策債発行可能額の 96 

合計のことでありまして、平成27年度の見込みといたしましては117億3,000万 97 

円と見込んでいるところでございます。 98 

万年係長 普通交付税の特例加算の関係ですけれども、特例加算という言葉はないので、 99 

歳出特別枠のことでよろしいかと思いますけれども、歳出特別枠、昨年から国 100 

の地方財政計画で一部縮小して財源振りかえということになっております。昨 101 

年の実績をもとに積み上げしまして、そこから地方財政計画の29.3パーセント 102 

を加味しまして計算いたしましたところ、平成27年度は6,164万円ほど見込んで 103 

おります。昨年比2,300万円ほど減で見込んでおります。 104 

大橋係長 ごみ処理手数料の全道35市中どの程度の高さかということについてご説明させ 105 

ていただきます。 106 

 手元には、平成25年６月調査したデータしかございませんので、こちらのほう 107 

で説明させていただきます。この時点で35市中４位というような状況でしたが、 108 

滝川市のほか24市が滝川市と同額というような状況でございました。この資料 109 

によりますと、改定後は全道３位ということになりますが、この調査は消費税 110 

改定前のデータでありまして、増税後に見直しをするという市が幾つかござい 111 

ましたので、現在の順位は把握していない状況でございます。 112 

小谷係長 育英事業の関係でお答えします。 113 

 貸付残高ですけれども、平成27年当初の見込みでトータル1,729万6,836円を見 114 

込んでおります。金融機関への委託状況ということですけれども、これは例え 115 

ば日本学生支援機構などの債権回収の委託ということだと思いますが、滝川市 116 

の場合は、債権を債権回収会社に委託しておりませんので、そういう件数はご 117 

ざいません。保証金も振りかわることはないです。返済困難状況については、 118 

最近だと今までなかなか仕事につけなくて払えなかったという方もいらっしゃ 119 

ったのですけれども、しばらくお支払いのなかった方がお支払いいただいたり 120 

している状況です。中には困難な方もいらっしゃいます。まだ仕事につけなく 121 

て働けない、返せないという方もいるのですけれども、そういった方は納付相 122 

談を受けて分割納付していただくなどしている状況です。 123 

清  水 まず、資料要求したいのですけれども、保育料金の35市の比較について恐らく 124 

表になっていると思うのですが、現段階のそういった表で結構ですから、資料 125 

要求をしたいと思います。 126 

委 員 長 所管は、資料の準備は可能ですか。 127 

前田課長 少しお待ちいただいてよろしいでしょうか。 128 

委 員 長 それでは、少し時間がかかるということで、先に再質疑してください。 129 

清  水 まず、社会資本整備の関係ですけれども、30パーセント程度ということになれ 130 

ば、やはり１億円を超えるような財源不足がまた生ずるということですが、こ 131 

れについてはある程度織り込み済みであろうと思うのです。どういった対応を 132 
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されていくのか伺います。 133 

 延滞金についてですが、やはり延滞金は本税の滞納が確定されないと調定され 134 

ない。ただ、だからといって一円も調定できないというのは一般常識では通用 135 

しない話です。数千万円から１億円が予想されるわけだから、300万円見込んで 136 

いるということは５パーセントとしたって6,000万円ですよね。だから、一円も 137 

わからないというのは、余りにもお役所的な答弁です。だから、これぐらいは 138 

わかるとか、そういうことを言ってほしいと思いますが、その辺どう考えるの 139 

か。いずれにしても、市民の一般常識から考えると、わからないとか示せない 140 

ということではなくて、やはり最低これぐらいはあるとか、そのなような答弁 141 

をいただきたいと思いますので、伺いたいと思います。 142 

 育英事業貸付金ですけれども、今わかったのは、これは直接市が納付書をいま 143 

だに発行しているということです。全国に散らばっている奨学金を借りた方々 144 

に対して、現在どこにお住まいになっているかを把握しながら納付書を送って 145 

いると。そういうことで確認していいのか。また、保証金もないということで 146 

いえば、恐らく今のご答弁では自己破産だとかいうこともないのだろうと思い 147 

ますが、そのあたりも確認したいと思います。 148 

 53ページ、市債の75パーセントから90パーセントあるいは75パーセントから100 149 

パーセントということでお伺いしましたが、75パーセントの市債が今回でいえ 150 

ばどの程度占めるのか。できれば金額で、おおよそこれぐらい、あるいは何割 151 

ぐらいが75パーセントに該当するというようなことでお伺いしたいと思います。 152 

委 員 長 先ほどの清水委員からの資料要求について、資料の用意は可能ですか。 153 

前田課長 今手持ちで資料はございませんで、表になったものがすぐあるということでは 154 

ございません。必要ということであればこれから作成することになりますので、 155 

少々お時間をいただきたいと思います。 156 

清  水 できればこの委員会が終わった後に机上配付で結構です。非常に大事な資料だ 157 

と思いますので、資料要求したいと思います。 158 

委 員 長 それでは、清水委員から要求がありました保育料の全道比較表について、本委 159 

員会として資料要求することに異議ありませんか。 160 

渡  邊 比較対照するために資料要求するということであれば、今早急にという必要は 161 

ないと思います。新年度になってからでも十分間に合う対応ができるのではな 162 

いかと思います。 163 

委 員 長 ほかに意見ありますか。 164 

山  口 比較表の資料を要求してこの委員会で何を質疑するのかによりますが、先ほど 165 

順位とか聞いていましたけれども、ほかにその資料をもとに聞きたいことがあ 166 

れば口頭で聞いたらいいのでないですか。 167 

副委員長 これから討論、採決が予定されておりますので、後日の配付であればご本人が 168 

確認するという手段もありますので、配慮していただきたいなと思います。 169 

委 員 長 清水委員、何かありますか。 170 

清  水 まず、急ぐかということでいえば急がないから事後の配付を求めたのであって、 171 

できるだけ早くということで言いました。 172 

 私が問うた上で全道19位ぐらいだということが答弁で出ましたので、では19位 173 

というのはどの程度の19位かということをよく知りたいがために資料要求した 174 

いのです。 175 

 それと、個人的にと言われましたけれども、地方自治法では議員に調査権は認 176 
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められていません。ましてペーパーでの資料を議員が求めるということは原則 177 

認められていないので、再度求めたいと思います。 178 

委 員 長 改めて資料要求についてお諮りします。 179 

資料が必要と思われる方の挙手を求めます。 180 

（賛成者挙手） 181 

委 員 長 挙手少数であります。 182 

よって、資料要求については認められません。 183 

 それでは、清水委員からの再質疑についての答弁を求めます。 184 

山崎主幹 社会資本整備総合交付金の関係ですけれども、大幅に減額になった場合の対応 185 

ということですが、まず社会資本整備総合交付金につきましてはそれぞれの事 186 

業におきましてその事業費に対して交付率がありまして、その交付率に基づい 187 

て交付額が決定されております。例えば大幅に減額になっただとか金額が変わ 188 

った場合につきましては、事業効果が上がりますように内示額に見合った見直 189 

しをする必要があると思います。そのような形で検討しながら整備を進めてい 190 

きたいと考えております。 191 

小谷係長 育英事業について、納付書を一人一人に送っているのかということですけれど 192 

も、全て送り先を把握しておりますので、こちらから一人一人に納付書を送っ 193 

ております。それと、自己破産した方はいないのかということですけれども、 194 

自己破産された方はいらっしゃいません。 195 

鎌田課長 延滞金についてです。状況も含めてお話させていただきたいと思います。 196 

 延滞金が発生する人というのは、さまざまな事情から納期内納税ができなかっ 197 

た方たちだということです。税務課としましては、平成26年度当初から例えば 198 

コンビニ納税を導入をしたり、口座振替についてもこれまで同様勧奨を続けた 199 

りということで、納期内納付のための環境整備を続けてきているところです。 200 

もちろん事情があってお支払いに行けないということに対しては、訪問徴収で 201 

対応することも行っています。その結果、平成26年度12月末現在ですけれども、 202 

全体の市税納付済み額、国民健康保険税も含みますけれども、そのうち76.86 203 

パーセントの納税者の皆様に納期内に納税していただいているという事実がご 204 

ざいます。したがって、残る方たちに延滞金が発生しているということであり 205 

ます。ただ、その中には経済的事情等がありまして支払いができないというよ 206 

うな方たちも当然含まれておりますから、納税相談等を行いまして、延滞金に 207 

関しても説明し、理解をいただいているというような状況であります。当然延 208 

滞金の管理につきましては、１人別には未納本税と合わせて延滞金額は幾らあ 209 

るのか、それから今後発生する延滞金が今現在幾らぐらいで計算されているの 210 

かということについて管理されています。しかしながら、全体としてこれを見 211 

ますと、本税を優先して納付している人も中にいらっしゃいます。当然本税を 212 

優先して徴収するのですけれども、一人の納税者の方であっても本税のみを納 213 

付した部分があったり、それから遅延本税を分割して納付している部分があっ 214 

たり、納付約束等に伴って将来の延滞金額を設定して納税者と話をしている部 215 

分があったりということで、非常に延滞金の計算自体が混在している状況にあ 216 

るわけです。したがって、現状ではそういった管理ができていないのだという 217 

ようなことで本会議でもお話したところでありますけれども、その部分につい 218 

てご理解いただきたいと思います。管理方法も含めて、現状の地方税の状況に 219 

つきましては我々もいろいろと勉強しまして、調査等も行った中ではどこも似 220 
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たような状況で管理されているということで確認してございますので、今後こ 221 

の辺も何か国等から示しがあれば改善しなければならない。ただ、現状におい 222 

てはそういう状況であるということを理解していただきたいと思います。繰り 223 

返しになりますけれども、１人別に管理ができていないわけではございません 224 

ので、そこはご理解いただきたいと思います。 225 

法島主任級主事 市債について答弁させていただきます。 226 

 充当率75パーセントの市債について、土木債、教育債、それぞれの見込みにつ 227 

いてですが、土木債につきましては1,880万円を見込んでおります。また、教育 228 

債につきましては8,580万円を見込んでおります。充当率75パーセントの市債に 229 

関しましては、原則的には補助金が当たらない単独事業費について充当してい 230 

るものとなります。 231 

清  水 延滞金について、１人別というのは個人別ということですよね。個人別に管理 232 

できているけれども、いろいろ混在しているので、総額あるいは総額のような 233 

ものについて幾ら以上ということも示せないと。なぜこれを聞くかというと、 234 

延滞金というのは、本税を払った、おくれてでも一生懸命払った。それ以上も 235 

う全然生活に余裕がないのに延滞金についても本税の滞納と同じように差し押 236 

さえが終わらず、同等に扱われる。法律はそうなっているかもしれませんが、 237 

個々にしてみれば私は十分払ったではないかと。いわゆる滞納、本税も払って 238 

いない方と本税を完納した方ではやはり思いに相当差があると思います。そう 239 

いう中で、実際延滞金を払っていない人はどれぐらいいるのか。本税を払って 240 

いない人がこれだけいるのに対して、延滞金というのはもっといるのか、これ 241 

だけ少ないのかということがわかれば、その方も滝川市の税の徴収額を上げる 242 

ためにそれでは協力しようとか、そういう気も起きるのかもしれませんが、何 243 

か自分だけが延滞金の徴収を求められているような、いろんなうわさもあるの 244 

です。かつては延滞金を免除したときもあったわけですから…… 245 

委 員 長 清水委員、質疑の趣旨を明らかにしてください。 246 

清  水 ですから、せめて幾ら以上とかいう表現で答弁していただきたいと思います。 247 

鎌田課長 せめて幾ら以上というお話ですけれども、全くもって根拠のない数字になって 248 

しまうと思うのです。先ほどお話しましたとおり、全体の８割近くの方たちが 249 

納期内納付されているということは、２割を幾分超える方たちに延滞金が発生 250 

しているのだと思われるわけで、それで十分ではないのかという思いが１つあ 251 

ります。 252 

 それから、繰り返しになりますけれども、今現在も延滞金がどんどん加算され 253 

ていっている方たちもいらっしゃいますし、計画的に分割納付されて将来的な 254 

金額はこれだけですよという方たちもいらっしゃいます。それから、延滞金だ 255 

けが存在しているという方たちも中にいらっしゃいます。そういった状況を一 256 

部だけ金額を示すというようなことに何らかの意味があるのかなと思います。 257 

また今仕組み上そういったことは示せる状況にないということを繰り返し申し 258 

上げていますし、その一部を示すことが必要かどうかということに関して言え 259 

ば、私は必要ないのではないかと判断いたします。 260 

清  水 聞き方を変えたいと思うのですけれども、延滞金が残っている方に対して督促 261 

状は毎月送付されるのか、それとも３カ月とか、１カ月ではない一定期間ごと 262 

に送付されているのか、それについて伺いたいと思います。 263 

鎌田課長 そもそも延滞金に関しては、税法上は納期限を過ぎて納付する方に一定の割合、 264 
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一定の期間で計算して、あわせて納めてくださいというような法律になってい 265 

ます。したがって、本税の遅延に対して督促状が出たときに、こういった割合 266 

で延滞金がかかりますというアナウンスを法定文書として行っているというこ 267 

とがまず１つです。その後延滞金額が確定したり、それから計算途中の延滞金 268 

額については、年４回催告書というものを発送しておりますので、その中で個々 269 

の納税者の皆さんにお知らせしているという状況です。 270 

清  水 今の答弁で延滞金が確定した人という表現がされました。つまり調定されたと 271 

いうことですよね。その方々については３カ月に１回督促状等が送付されてい 272 

るということであれば、最低でもそこの部分については手計算すれば済むわけ 273 

です。もう一点聞きますけれども、延滞金の金額についてある時点での総額と 274 

いうのはコンピュータのシステム上はそういったものはないと思うのですけれ 275 

ども、それをまず確認します。ですから、私の質疑、延滞金の総額が幾らなの 276 

かということを出そうと思ったら、手計算になるということについて確認をし 277 

たいと思います。 278 

委 員 長 同じような質疑をこれまでも違う委員会や本会議等で行ってきて答弁をいただ 279 

いていると思うのですけれども…… 280 

（何事か言う声あり） 281 

委 員 長 もらわないと言っているわけではありませんので、そういったことも踏まえて 282 

延滞金の総額について手計算でも示せるかどうかということについて、ご答弁 283 

いただきたいと思います。 284 

田中部次長 今委員長がおっしゃいましたとおり、本会議でもこの件について十分申し上げ 285 

ました。 286 

（「関係ない」と言う声あり） 287 

田中部次長 関係ないことないですよね。同じことを何回も繰り返すことになります。だか 288 

ら、手計算でやれというのであれば、確定したものはシステム上、今できない 289 

のです。滝川だけではなく、多くの市でそういうことなのです。それをやれと 290 

いうのであれば、税務課の全職員を動員して、個々に積み上げるのか。先ほど 291 

課長が言っているのは、その必要性が事務執行上あるのかどうかということな 292 

のです。やれることとやれないことがありますから、やれることはやっていま 293 

す。我々は今事務執行上必要なものをやっています。ですから、清水委員の求 294 

めるものは今優先順位として必要があるのかといったら、今はできません。や 295 

れというのであれば、それは手計算でやりますけれども、我々は必要性がない 296 

ということを申し上げているのです。将来的な課題として、確定した延滞金を 297 

どうするのだということはあると思います。 298 

清  水 私の真意は、制度を曲げろとは一切言っておりません。制度を通してやるので 299 

あれば、今滝川市は財政健全化計画を策定しなければならないというときに、 300 

いわゆる未収金に当たる金額を、しかも数千万円あるというものをある程度、 301 

できる限り確定する必要があるのではないのかという趣旨なのです。それ以外 302 

の何物でもないのです。そういったことに手計算もできないとか、その人件費、 303 

税務課職員が大変なことになるとかという何か抽象的な表現をされましたけれ 304 

ども、そういうことを確定していくことが今後の財政健全化計画策定の上で必 305 

要性が全くないと考えますか。 306 

鎌田課長 先ほどお答えしましたけれども、必要がある、必要がないという判断をする、 307 

しないではないのです。清水委員とは、これまでもいろいろな税に関する問題 308 
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で議論させていただいていますけれども、地方税は地方税、地方税法等のルー 309 

ルで全国一律の縛りといいますか、ルール的なものが示されているわけです｡ 310 

当然その事務執行に関しては、ほぼ一様なものになっているわけですから、今 311 

多くの自治体に関して我々が調査したという中でそういった状況にないという 312 

ことを確認した上での次長の答弁でもありますので、必要がある、必要がない 313 

ということを今ここで我々が一自治体の立場で宣言するようなものではないと 314 

理解しています。もちろん調査研究は続けていきますから、そこをご理解いた 315 

だきたいということでお話をしたわけです。 316 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 317 

荒  木 42ページ、財産貸付収入の13.3パーセント減額の見込みのもう少し詳しい説明 318 

をお願いします。減額の内訳について伺います。 319 

委 員 長 答弁を求めます。 320 

（「ちょっと答弁に時間を……」と言う声あり） 321 

委 員 長 答弁に時間がかかるということなので、後ほど答弁いただくこととします。 322 

それでは、ほかに質疑ございますか。 323 

大  谷 35ページ、公立高等学校授業料不徴収交付金について、収入に応じて高校の授 324 

業料を免除するということですけれども、人数にしてどのぐらいいて、率とし 325 

てどのぐらいなのか。それから、地元の高校ではなくて、札幌の高校に行って 326 

いる、あるいは私立高校に行っているだとか、滝川以外に行っている部分につ 327 

いても含まれているのかどうかということでお伺いします。 328 

 次、33ページ、保育緊急確保事業費補助金について、これはどういうものなの 329 

かお伺いいたします。 330 

 それと、41ページ、自殺予防対策事業費補助金、わずか３万3,000円ですが、こ 331 

れはどういった内容なのか。 332 

 それから、49ページ、清水委員からもありましたけれども、育英事業貸付金の 333 

返済について、借りるときに誓約書は当然もらっているのだと思うのですけれ 334 

ども、回収率が85パーセント、それから過年度分については10パーセントとい 335 

うことですけれども、これらについて納付書の送付は、先ほど言った市税など 336 

と同じように年に４回ぐらいしているのか、どういう状況になっているのかと。 337 

あわせて納付相談等を行っているのかどうかをお聞きいたします。 338 

 次、53ページ、学校給食費について、来年度から公会計になるということで歳 339 

入に入っていると思うのですが、今まで学校で行っている場合は学校ごとの行 340 

事、スキーに行くから給食をカットだとか、学校の状況によってカットできた 341 

のですが、これが公会計で市全体となるとどのようになるのか、認められるの 342 

かどうかということです。 343 

 それから、長期間欠席した場合、１週間以上は給食費はカット、払わなくても 344 

いいといった部分があったのですけれども、そういったことはどうなるのかお 345 

聞きいたします。 346 

法村事務長 公立学校授業料不徴収交付金について説明させていただきます。 347 

 例えば、滝川西高の新３年生は今279名いるのですが、その279名と文部科学大 348 

臣と財務大臣とが協議して定める率で計算されまして、その分が国のほうから 349 

交付される制度となっております。平成26年度から新しく始まりました就学支 350 

援金制度のほうが保護者の所得制限がある制度となっております。これは、滝 351 

川西高に入っている生徒についてのみの計算となっておりますので、ほかの学 352 
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校に行っている生徒は関係ありません。 353 

前田課長 保育緊急確保事業補助金につきましては、以前子育て支援対策事業費補助金と 354 

して計上されていた中身でございまして、内容といたしましてはつどいの広場 355 

事業、ファミリーサポートセンター、赤ちゃん訪問などの地域子育て力強化事 356 

業、一の坂、花月にございます子育て支援センター事業などが交付の対象とな 357 

っているものでございます。 358 

長瀬課長 自殺予防対策事業費補助金ですけれども、平成27年度に行います歳出関連の自 359 

殺対策のゲートキーパー養成講座にかかわる事業に対する10分の10の助成金で 360 

ございます。 361 

小谷係長 育英事業についてお答えします。 362 

 督促の回数ですけれども、一斉に送るのは大体年に２回送っています。そのほ 363 

か納付の約束がされている方がおりますので、納付がない場合には最近は電話 364 

で個別に督促というか、相談をしている状況になります。その際に生活の状況 365 

ですとか仕事についている、ついていないなどお聞きして、一括が無理であれ 366 

ば分割などの相談をさせていただいております。 367 

山本係長 学校給食費の公会計移行後の対応でございますけれども、今まで学校での私会 368 

計で運営しておりましたので、各学校ごとにそれぞれの学年行事等に合わせま 369 

して、給食の実施回数を定めて運営してきたところでございます。公会計に移 370 

行した後の取り扱いでございますけれども、年度当初に各学校に学年ごとの行 371 

事に対応した年間の実施回数を提出いただきまして、これに基づきましてそれ 372 

ぞれの学年を単位とした給食費の設定をいたしまして、それを各保護者に通知 373 

するということを予定してございます。 374 

 また、欠席等した場合の対応でございますけれども、これも従前の私会計はそ 375 

れぞれの学校ごとのルールを決めて運営してきたところでございますが、公会 376 

計移行後につきまして、基本的には４日前までに学校を通じて教育委員会に申 377 

し出のあった部分につきましては欠食ということで、年度末に一括精算すると 378 

いうことで予定してございます。 379 

大  谷 給食は４日前にということですが、連続して何日ということもあると思うのだ 380 

けれども、その辺はいかがでしょうか。 381 

 それと、アレルギー対応給食については、給食費は同じと考えていいのか伺い 382 

ます。 383 

 それから、自殺予防対策事業でゲートキーパーの養成と。このゲートキーパー 384 

とは、どのようなことをするのか。 385 

 それと、育英事業については２回文書で送付し、その後なお電話をかけている 386 

と。納付相談というのは、直接会って相談、状況調査とか、そういうこともあ 387 

るのかどうか、その点についてお伺いします。 388 

山本係長 学校給食費に関しまして、連続して何日以上かという規定の関係でございます 389 

けれども、連続して何日という規定は設けませんので、４日前までに申し出が 390 

あったものにつきましては１食単位から減額をするということでございます。 391 

 また、アレルギー食の給食費につきましては、滝川第三小学校親子方式の給食 392 

施設が完成いたしまして、準備が整い次第アレルギーに対応した給食の提供と 393 

いうことになりますけれども、給食費については、小学生239円、中学生289円 394 

という単価について相違はございません。 395 

織田主幹 ゲートキーパー養成講座についてご回答いたします。 396 
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 この講座に関しては、平成24年度から開始しておりまして、ことしで４年目に 397 

なります。この講座の主な目的としましては、最近うつだとか、いろんな心の 398 

悩みを抱える方たちがいますが、そういう心の悩みを抱える方たちを地域で見 399 

守るということで、市民一人一人がそういった人たちの心も理解しながら地域 400 

で支え合っていこうということで広めていく講座になっております。 401 

大  谷 ゲートキーパーの役割について、地域で見守るということなのですが、そうい 402 

う人をピックアップする、見つけ出すとか、そういったことは民生委員とか、 403 

その辺もわからないので、教えていただければと思います。 404 

織田主幹 対象者は市民ということで、民生委員も含みますし、いろんな施設等に関与し 405 

ている関係者も含みます。あと、一般市民ということですので、どなたでも参 406 

加できるということで、どの関連する領域でも皆さんが見守れる体制ができれ 407 

ばということを目標としております。 408 

小谷係長 育英事業についての質疑ですが、文書をお送りした後に窓口に来られて直接お 409 

話される方もいらっしゃいます。ただ、人数は少ないです。ほとんどが電話で 410 

お話ししている状況です。 411 

委 員 長 それでは、先ほどの荒木委員の質疑に対する答弁を求めます。 412 

酒井係長 財産貸付収入の減額部分については、教員住宅家賃の減によるものでございま 413 

す。 414 

荒  木 お聞きしたいことは、要するに土地を貸したり、そういう収入がある中で、総 415 

体的に例えばこの中に太陽光だとか、そういう土地の部分が入っているのか。 416 

酒井係長 今回の教員住宅の減については、今まで学校の管理職の先生については教員住 417 

宅に入ることが前提でしたが、老朽化といったこともありまして、教員住宅の 418 

住居を利用しないで、市内の校区の中であれば入居していいというような形に 419 

変えたものですから、それによる教員住宅を利用しなくなったものの減の部分 420 

によるものでございます。 421 

荒  木 では、要するに土地を貸している者はふえて、家を貸しているのは減っている 422 

という解釈でよろしいですか。 423 

遠藤係長 貸地料の中には、太陽光発電の分は含まれております。昨年並みということで 424 

ありますので、減ったのは貸家料のほうということになります。 425 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 426 

渡  邊 14款、使用料及び手数料の全般で、厳しい財政、いろんな部分で歳入を組み立 427 

てたと思います。その中で、予算編成時で使用料、手数料の全部について見直 428 

すというか、そういう検討はなされたのかどうかお聞きしたいと思います。 429 

高橋課長 使用料、手数料の検討を平成27年度予算の時点でしたかということでございま 430 

すけれども、全般的な見直しという部分ではやっておりません。個別に枠配当 431 

を行った部分がありますので、その中でご検討された所属もあると思いますけ 432 

れども、現実的には予算に反映という形にはなっておりません。今後財政健全 433 

化計画の中で全般的な検討を行っていく予定でございますし、従来から何年か 434 

置きに使用料、手数料の状況については把握しながら進めている状況でござい 435 

ます。 436 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 437 

（なしの声あり） 438 

委 員 長 それでは、ないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 439 

（異議なしの声あり） 440 
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委 員 長 そのように確認いたしました。 441 

 以上で歳入、関連議案第21号及び第40号の質疑を終結いたします。 442 

 この後若干休憩して11時30分から再開とします。 443 

休  憩 １１：１７ 444 

再  開 １１：２９ 445 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 446 

 本日まで４日間質疑を行ってきましたが、市長に対する総括質疑への留保はな 447 

しと確認してよろしいですか。 448 

（異議なしの声あり） 449 

委 員 長 確認しましたので、以上で全ての質疑を終結いたします。 450 

 討論 451 

委 員 長 これより討論に入ります。 452 

 討論順序につきましては、初日に決定しておりますとおり、市民クラブ、新政 453 

会、公明党、清水委員の順となります。 454 

 最初に、市民クラブ、大谷委員。 455 

大  谷 それでは、平成27年度第１予算審査特別委員会の討論要旨を申し上げます。 456 

 市民クラブを代表して、第１予算審査特別委員会に付託されました議案第１号、 457 

平成27年度滝川市一般会計予算及び関連議案を可とする立場で討論いたします。 458 

 初めに、前田市政４年間の中で取り組んできた世界に誇れる国際田園都市構想、 459 

滝川市社会福祉事業団への事業移管、施設譲渡、定住自立圏構想や滝川地区広 460 

域消防事業組合の誕生や広域行政の推進など多くの取り組みを高く評価すると 461 

ともに、地域消費喚起・生活支援型交付金、地方創生先行型交付金の適切な配 462 

分、そして市税8,426万円の減、地方交付税9,222万円の減という厳しい状況の 463 

中予算編成に当たられました理事者、職員の皆様に心より敬意を表します。平 464 

成27年度は市長改選期でもあり、骨格予算となっておりますが、学校の耐震化 465 

事業、学校給食設備の整備事業費、駅前広場整備事業費などの継続事業なども 466 

配慮されていることや長年の懸案でありました給食費の公会計が４月より実施 467 

となることにも期待するものです。 468 

 以下、若干の意見を付して討論といたします。 469 

 歳入、財政確保のため、交付税、国、道の各種補助金などの活用と確保に引き 470 

続き努力されたい。２、自主財源となる市税、地方税、交付税はともに減額と 471 

なり厳しい情勢となりましたが、市税徴収体制の強化に努め、自主財源の確保 472 

に努力されたい。３、ふるさと納税による財源拡大のため、魅力ある特典内容 473 

となるような仕組みを検討されたい。 474 

 歳出、１、総務費、１、市役所改革や行政改革を図るために職員の交流や視察 475 

研修など可能な限り積極的に行われたい。２、未来へつなぐ市民力推進事業、 476 

町内会等活動促進事業については、ＰＲの工夫など利用拡大の努力をされたい。 477 

３、町内会から上がってくる街路灯のＬＥＤ化の促進について引き続き努力さ 478 

れたい。４、男女共同参画推進計画に基づき女性の参画推進に一層力を入れて 479 

取り組まれたい。 480 

 ２、民生費、１、敬老特別乗車証の利用が難しい高齢者の交通の確保について 481 

引き続き検討されたい。２、敬老事業については多くの方の意見を聞いて計画 482 

を策定されたい。３、高齢化が進む中で民生委員の活動はより重要となってき 483 

ます。民生委員が積極的な活動が行われるような環境づくりに配慮されたい。 484 
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４、保育所の保育士の配置については、保育士の労働条件の向上と安全安心な 485 

保育環境を維持していくために正規職員の比率を高めるよう努力されたい。 486 

 ３、衛生費、１、特定不妊治療費助成に早期に取り組まれるよう努力されたい。 487 

２、子育て世帯の負担軽減のため医療費の無料対象年齢の拡大に努力されたい。 488 

３、ごみ回収では、雑紙のほかに空き缶やペットボトルなど資源ごみ袋の無料 489 

化を検討されたい。 490 

 ４、労働費、１、高齢者のためのシルバー人材センター活用に力を入れられた 491 

い。２、通年雇用促進のために引き続き努力されたい。３、各種補助金を利用 492 

して失業者の就労に配慮されたい。 493 

 ５、農林業費、１、菜種の安定栽培と菜種製品の販路拡大に努められたい。２、 494 

農業者に対する後継者対策や新規就農者支援により一層の努力をされたい。 495 

 ６、商工費、１、丸加山のコスモス栽培に力を入れ、菜種とあわせた花観光事 496 

業を大きく展開し、集客を図る努力をされたい。２、商店街の空き店舗対策に 497 

力を入れられたい。 498 

 ７、土木費、１、除排雪については、除排雪組合に指導を徹底し、雪道の安全 499 

確保、特に通学路の除雪に配慮されたい。２、障がい者や高齢者の門口除排雪 500 

については特段の配慮をされたい。３、大雪に対処し、交通網の確保に万全を 501 

期されたい。 502 

 ８、教育費、１、35人以下学級の早期完全実現に一層の努力をされたい。２、 503 

学びサポートの時数拡大や有効活用に努力されたい。３、図書館の利用、活用 504 

に引き続き努力されたい。４、学校の教育環境整備に力を入れるとともに、備 505 

品、消耗品費の増額にも努力されたい。５、パークゴルフ場については、経費 506 

の削減、交通や利用料金の設定について早急な検討をされたい。 507 

 最後に、今予算委員会における討論の趣旨を十分に踏まえて第２回定例会にお 508 

ける政策予算計上に最善の努力をされますよう要望して討論といたします。 509 

委 員 長 次に、新政会、関藤委員。 510 

関  藤 それでは、平成27年度第１予算審査特別委員会討論要旨を申し上げます。 511 

 新政会を代表しまして、第１予算審査特別委員会に付託されました議案第１号 512 

平成27年度滝川市一般会計予算及び関連議案第13号から第15号、第18号から第 513 

24号、第26号から第28号、第31号から第35号及び第40号を可とする立場で討論 514 

いたします。 515 

 先般中期財政フレームが示され、厳しい財政運営の中、市理事者、関係職員の 516 

皆様に対し予算案作成に努められましたことに敬意を表します。予算執行にお 517 

かれましては、興す、育てる、動かすから滝川の未来に向けて必要不可欠な事 518 

業については「継」として進めていただくためにも意見を付しまして討論いた 519 

します。 520 

 歳入、財政健全化が急務となる中、ふるさと納税制度の活用など歳入確保に努 521 

められていることは評価いたしますが、安定財源を維持するためにも国、道の 522 

交付税、助成金の確保に努められたい。さらに、地方創生における交付税確保 523 

に向けて努められることを要望いたします。 524 

 歳出、１、総務費、地方創生先行型交付金を活用し、平成27年度中に策定され 525 

る地方人口ビジョン及び地方版総合戦略を綿密に協議、検討され、国の評価に 526 

値する計画案を策定されたい。 527 

 ２、民生費、建てかえ事業が進んでいる緑寿園の運営計画に対し、滝川市社会 528 
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福祉事業団と将来的な維持管理体制ができるよう滝川市として連携をとってい 529 

ただきたい。また、安心して暮らせるまち滝川となるよう老人福祉、医療の充 530 

実に力を入れていただきたい。 531 

 ３、商工費、商業振興、中心市街地活性化対策に力を入れていただき、さらに 532 

空のまち滝川として魅力あるスカイスポーツのイベント等の充実に努められた 533 

い。 534 

 ４、農林業費、世界的な食の争奪が予想される中、滝川市の基幹産業である農 535 

業を維持、発展させていく必要があることから、担い手育成と就農者確保にさ 536 

らに力を入れていただきたい。また、畜産試験場跡地利用について積極的な活 537 

用法を検討されたい。 538 

 ５、衛生費、市民の健康を図る管理システムの充実と市立病院に移転された休 539 

日夜間救急維持確保事業の充実に努められたい。 540 

 ６、教育費、学校給食公会計の実施による保護者負担の公平性を確保するとと 541 

もに、段階的に保護者負担の軽減となる施策を打ち出していただきたい。また、 542 

学力向上と語学教育のさらなる充実に努められるとともに、心の教育の充実と 543 

道徳教育の教科化に対し教育のまち滝川として全国に誇れる学校教育の充実に 544 

努められたい。 545 

 以上を申し上げて、新政会の討論といたします。 546 

委 員 長 次に、公明党、三上委員。 547 

副委員長 公明党を代表し、第１予算審査特別委員会に付託されました議案第１号 平成 548 

27年度滝川市一般会計予算及び関連議案を可とする立場で討論いたします。 549 

 平成27年度は改選期に当たり、骨格予算でありますが、厳しい財政状況の中で 550 

も将来を見据えた予算編成に取り組まれました市長、理事者、職員の皆さんの 551 

ご努力に敬意を表します。市長は、本会議の答弁で中期財政フレームを受け、 552 

聖域を設けることなく廃止する事業、見直しする事業を精査し、検討していく 553 

との決意を表明されました。この覚悟があればこそ多くの市民のご理解を得る 554 

ことができると私は考えています。 555 

 新年度は、滝川市にとって将来を決する重要な１年となります。住民の高齢化、 556 

そして人口流出に直面する滝川を初めとするこの地域にとって、地域社会の衰 557 

退に歯どめをかけ、どのように展望を開いていくかが課題であります。地域の 558 

将来像を明確に描き、魅力あるまちづくりを進めなければ活路は切り開けない 559 

と考えております。その意味で市長、議会、潜在力あふれる職員の皆さん、そ 560 

して滝川市民の皆さんが力を結集し、滝川市総合戦略をつくることが重要であ 561 

ります。私は、そのことを要望し、賛成討論といたします。 562 

委 員 長 最後に、清水委員。 563 

清  水 日本共産党の清水雅人です。私は、議案第１号、平成27年度滝川市一般会計予 564 

算を否とする立場で、また関連議案全てを可とする立場で討論を行います。 565 

 まず初めに、新年度予算の特徴について述べます。第１は、消費税増税で約7,000 566 

万円、北電電気料金で7,000万円、また過去の市政のツケ払いである土地開発公 567 

社の借金埋め合わせに9,000万円、市税と地方交付税減少で１億2,000万円の歳 568 

入減など現市政に責任がない収支悪化が約３億5,000万円に上ります。第２は、 569 

市は中期財政フレームで平成29年度中にも基金が底をつくという見込みを示し、 570 

前田市長が何もしなければという注釈つきだとしても、非常事態宣言という言 571 

葉を記者発表で使い、市民が不安な目で見ている中で編成された予算であるこ 572 
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とです。第３は、統一地方選挙前の骨格予算です。 573 

 次に、予算を否とする理由は以下の１点です。新年度予算では、聖域なく見直 574 

すという言葉と裏腹に不要不急な建設事業の見直しがされた形跡が見られない 575 

ことです。市民自慢のパークゴルフ場の後半工事、駅前広場事業のモニュメン 576 

トとしてのグライダー設置や太陽光発電設備を少しの変更もなくそのまま続け 577 

ることはいかがなものでしょうか。 578 

 以下、意見を述べて討論とします。 579 

 １、一般会計の借り入れ残高見込みは、臨時財政対策債を除く現在高が平成32 580 

年度に約43億円になる資料が提出されました。私の試算では、これに５年間毎 581 

年６億円の借り入れを足すと73億円となります。27年度末との比較では、103 582 

億円から73億円へと30億円減少し、標準財政規模は117億3,000万円であり、標 583 

準財政規模比では88パーセントから66パーセントまで減少します。統一地方選 584 

挙後に財政健全化計画の策定作業が始まりますが、市民に対してこれを家計に 585 

例えて説明するなど市民とともに考えることが必要です。ちなみに、私の試算 586 

では500万円の収入の家庭のローン残高が440万円から５年後には収入が480万円 587 

に減るものの、ローン残高も317万円まで減少するということになります。貯金 588 

は少ないものの、健全なローン残高ではないでしょうか。 589 

 ２、発注時に積算した人件費と受注先の賃金について市が把握を強化し、市内 590 

労働者の賃金引き上げにつながるように努めることを強く求めます。例として、 591 

一般廃棄物収集運搬委託２億2,684万円を挙げると、積算では71パーセントを人 592 

件費として見ており、車両費や保険、諸経費を29パーセント見ています｡一年を 593 

通じて月曜日から土曜日まで市の仕事に従事している労働者は15台33人で、平 594 

均年収は会社の社会保険料負担１人当たり80万円を除いても積算価格を100パー 595 

セント充当されたとすれば408万円になります。33人のうち数人はアルバイトと 596 

言われています。また、正規とはいえ10年以上働いても賃上げもほとんどなく、 597 

200万円から250万円で、高校新卒より少しよい程度の給料だという労働者もい 598 

らっしゃいます。この契約では、少なくとも２割は賃金を上げられるのではな 599 

いでしょうか。今のは一例です。まず、手始めに業務管理委託のように７割以 600 

上が人件費である公契約に従事している労働者の賃金を把握することから開始 601 

することを求めます。 602 

 ３、福祉除雪委託料については、積算の時点で人件費の概念そのものがないこ 603 

とが判明しました。他の発注でも積算時に人件費が明確になっているかどうか 604 

の調査を求めます。 605 

 ４、滝川環境維持管理協同組合など事実上毎年随意契約以外考えられない事業 606 

については、協同組合の組合員が事実上の受注企業になります。その組合員か 607 

らの下請、孫請があれば実際に働く会社の受注金額は減額します。また、新規 608 

に組合に加入できなければ下請をせざるを得ません。実際に仕事をしている企 609 

業の組合員比率を調べるなど公契約の適正化のための調査を求めます。 610 

 ５、教育委員会では独自の35人学級や学校サポート事業は評価しています。一 611 

方、中学校の部活動での教員の休日出勤や残業実態の把握がされていないこと 612 

は重大です。また、自宅に仕事を持ち帰っていることは個人情報保護からあり 613 

得ないという答弁もありました。長時間労働の実態を正確に把握して教員の心 614 

身と人権を守ることを求めます。また、状況に応じて部活動指導者及び管理者 615 

などを雇用するなどの制度化の検討を求めます。 616 
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 ６、歳入では、延滞金の総額について本委員会でも全く示されませんでした。 617 

最低でも調定額が確定した金額の合計は示されると考えます。一方、法制度や 618 

他自治体でも総額を示していないことも理由として挙げています。法律は不備 619 

があれば改正するものです。市が一般会計基金が３年でゼロになる中期財政フ 620 

レームを出している中で、未収金である延滞金額を可能な限り示すことが必要 621 

です。また、延滞金額の総額を示すことが延滞金の納付を促進し、市民の意欲 622 

向上につながるとも考えます。 623 

 以上です。 624 

委 員 長 以上で討論を終結いたします。 625 

 討論要旨につきましては、整理して３月27日までに事務局へ提出してください。 626 

 採決 627 

委 員 長 これより採決を行います。 628 

 先に、反対討論のありました議案のうち、議案第１号 平成27年度滝川市一般 629 

会計予算を挙手により採決いたします。 630 

 本案を可とすべきものと決することに賛成の方の挙手を求めます。 631 

（賛成者挙手） 632 

委 員 長 挙手多数であります。 633 

 よって、本案は可とすべきものと決しました。 634 

 次に、残りの 635 

 議案第13号 滝川市農政部の公の施設の指定管理者の指定に係る管理期間の特 636 

               例に関する条例 637 

 議案第14号 滝川市教育委員会教育部の公の施設の指定管理者の指定に係る管 638 

       理期間の特例に関する条例 639 

 議案第15号 滝川市における子ども・子育て支援法第87条の規定に基づく過料 640 

       に関する条例 641 

 議案第18号 滝川市行政手続条例の一部を改正する条例 642 

 議案第19号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例及 643 

       び教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を 644 

       改正する条例 645 

 議案第20号 特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 646 

 議案第21号 滝川市手数料条例の一部を改正する条例 647 

 議案第22号 滝川市学校給食共同調理場設置条例の一部を改正する条例 648 

 議案第23号 滝川市文化センター条例の一部を改正する条例 649 

 議案第24号 滝川市青年体育センター条例の一部を改正する条例 650 

 議案第26号 滝川市民福祉条例等の一部を改正する条例 651 

 議案第27号 滝川市立保育所条例の一部を改正する条例 652 

 議案第28号 滝川市空き家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例 653 

 議案第31号 滝川市サイクリングターミナル条例を廃止する条例 654 

 議案第32号 滝川市保育の実施に関する条例を廃止する条例 655 

 議案第33号 公の施設の指定管理者の指定について（軽費老人ホーム） 656 

 議案第34号 公の施設の指定管理者の指定について（ふれ愛の里及び池の前水 657 

               上公園の一部） 658 

 議案第35号 公の施設の指定管理者の指定について（スポーツセンター） 659 

 議案第40号 滝川市の公の施設の赤平市民の利用について 660 
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 の19件を一括採決いたします。 661 

 本案をいずれも可とすべきものと決することに異議ありませんか。 662 

（異議なしの声あり） 663 

委 員 長 異議なしと認めます。 664 

 よって、本案はいずれも可とすべきものと決しました。 665 

 お諮りいたします。委員長報告書につきましては、正副委員長にご一任願えま 666 

すか。 667 

（異議なしの声あり） 668 

委 員 長 そのように決定させていただきます。 669 

 以上で本委員会に付託されました事件の審査は全て終了いたしました。 670 

 挨拶 671 

委 員 長 この場合、市長から発言の申し出がありますので、これを許したいと思います。 672 

市  長 第１予算審査特別委員会閉会に当たりまして、委員長のお許しをいただきまし 673 

て一言ご挨拶申し上げる次第でございます。 674 

 窪之内委員長、そして三上副委員長を初め、委員各位におかれましては、本日 675 

までの４日間精力的に審査、ご議論いただきました。ただいま上程された議案 676 

に対しましていずれも可として認定いただきましたことに改めて感謝とお礼を 677 

申し上げる次第でございます。付されました意見等をしっかりと参考としなが 678 

ら今後の予算執行に当たる所存でございますので、よろしくお願いいたします。 679 

 ４日間大変お世話になりました。ありがとうございました。 680 

委 員 長 この４日間活発な質疑を行っていただきました委員の皆さん、そして適切なご 681 

答弁をいただきました関係者の皆さんに厚く御礼を申し上げます。今回は、骨 682 

格予算ということでありました。この後６月には政策予算も出されることにな 683 

ります。どういった滝川市をつくっていくのかということが財政が非常に厳し 684 

い中での政策予算となるわけです。そうした中での滝川のまちづくりに職員の 685 

皆さん、そして議員の皆さんも力を合わせて市民にとってすばらしい滝川市に 686 

なることをここの場での最後のご挨拶としたいと思います。４日間本当にあり 687 

がとうございました。 688 

 以上で第１予算審査特別委員会を閉会いたします。長い間ご苦労さまでした。 689 

閉  会 １１：５５ 690 


